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安全にご利用いただくために 

この度は、呼気アルコール検知システムALCGuardianNEXTをご購入いただき、誠にありがとうございます。

本製品は、呼気アルコール検知器ST-3000との組み合わせにより、呼気中に含まれるアルコール濃度を

測定し、同時に測定者名、測定日時、測定結果、測定時の画像を自動的にデータとして保存できるソフ

トウェアシステムです。 

ご利用にあたり 

サンコーテクノ株式会社（以下、当社）の提供する本製品をご利用するにあたり、本取扱説明書や利用

規約に記載されている禁止事項(除外事項等)を守らない・誤った操作手順等で生じた検知器やソフトウ

ェア・周辺機器の破損や事故に関しては、如何なる責任も負いかねますのであらかじめご了承ください。

詳しくは利用規約をご覧ください。 

 

 

 

マイナ免許証について 

「マイナ免許証」とは、マイナンバーカードのICチップに運転免許証の情報を記録し、1枚のカードで

運転免許証としても利用できるようにした、マイナンバーカードと運転免許証の一体化のことです。顔

写真や氏名、生年月日、免許の種類などの情報がICチップ内に高セキュリティで格納されており、高い

精度での本人確認が可能です。マイナ免許証は暗証番号無しでは如何なる情報を読むことも出来ません。

当社システムにおいて、本人確認時にマイナ免許証を利用する場合、毎回、暗証番号の入力が必要とな

ります。毎回の入力が煩わしい場合、マイナ免許証と運転免許証の２枚持ちを推奨いたします。 

また、セキュリティ上、システムで暗証番号を登録・保持することはしておりません。 

 

内容物の確認

 

・ご利用前に本取扱説明書を良くご覧いただき、正しく安全にお使いください 

・ご覧になった後は、いつでも確認できるように大切に保管してください 

・検知器本体の取扱いに関しては、呼気アルコール検知器の取扱説明書をご覧ください 

・本製品の機能、仕様、外観は製品改良のため、予告無く変更することがあります 

アルコール検知器、管理ソフト関連品 

・アルコール検知器ST-3000一式 

（アルコール検知器本体、センサー等） 

・データ管理ソフトALCGuardianNEXT一式 

(セットアップCD、WEBカメラ、テンキー、USBハブ、カメラステー、IC免許証リーダー等) 
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利用規約  

当社は、利用規約に同意することを条件として、本製品のご利用を許諾いたします。 

お客さまが検知器等の購入申込み行った時点で、利用規約に同意したものとみなされます。 

 

詳しくは、下記QRコードを読み込み、利用規約をご覧ください。 

 

1.アルコール検知器利用規約 https://st-alc.com/contract/a/ 

 
 

2.検知器関連ソフト利用規約 https://st-alc.com/contract/b/ 

 
 

3.通信サービス利用規約 https://st-alc.com/contract/c/ 

 
 

4.年間サポート利用規約 https://st-alc.com/contract/d/ 

https://st-alc.com/contract/a/
https://st-alc.com/contract/b/
https://st-alc.com/contract/c/
https://st-alc.com/contract/d/
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2. 初期設定 

a. ドライバー・ソフトウェアのセットアップ 

i. セットアップ前のご確認 

1) ご利用端末や環境が、動作条件を満たしているかご確認ください。 

 

 
                  ALC Guardian NEXT 

OS 

Microsoft® Windows® 10 

Microsoft® Windows® 11 

※管理者権限にてインストール必要 

CPU Intel® Core™ i3 以上 

メモリ 8GB 以上（推奨） 

HDD(空き容量) 1GB 以上(データ保存数に依存します） 

外部ポート 

USB2.0 ポート4 口必要 

（アルコール検知器、WEBカメラ、テンキー、IC 免許証

リーダーご利用の場合） 

CD-ROM ドライブ インストール時に必要 

オーディオデバイス 必要（音声案内を使用する場合） 

ディスプレイ 解像度 1024×768 以上 

その他 ※.NET Framework 3.5が必要 

※遠隔点呼や自動点呼ご利用時は、別途所定の動作条件をご確認ください。 

 

 

2) 各種インストールは［コンピューターの管理者］の権限で実行してください。 

3) 実行中のアプリケーションをすべて終了してください。 

4) 付属のセットアップ CD をパソコンの DVD ドライブに挿入してください。 
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ii. 呼気アルコール検知器 ST-3000 用ドライバーのインストール 

呼気アルコール検知器 ST-3000 用ドライバーを下記の方法でインストールしてください。 

1) 呼気アルコール検知器 ST-3000 とパソコンを付属の USB ケーブルで接続してください。 

2) ［スタート］（画面左下の   マーク）を右クリックし、［デバイスマネージャー］を選択してくだ

さい。 

3) ［ほかのデバイス］もしくは［ポート（COM と LPT）］に表示されている［USB Serial Port］を右ク

リックし、［ドライバーの更新］を選択します。 

4) 【ドライバーの更新】より、［コンピューターを参照してドライバー・ソフトウェアを検索］を選択します。 
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5) 【ドライバーの更新】より、［参照］をクリックし、セットアップ CD が挿入されている［ドライブ］を選

択し、［次へ］を押します。 

6) 【フォルダの参照】より、セットアップ CD 内にある［232C ドライバー］フォルダを選択し、［OK］を押し

ます。 

7) 【ドライバーの更新】より、［次の場所でドライバーを検索します］の表示欄に［232C ドライバー］の

表示を確認後、［次へ］を押します。 
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8) 再度、【デバイスマネージャー】を起動し、ドライバーのインストールが正常に実行されたか確認し

ます。ドライバーが正常にインストールされた場合は、［ポート（COM と LPT）］の中に［USB Serial 

Port（COM～）］が表示されます。 

 
※［ポート（COM と LPT）］の中に［USB Serial Port（COM～）］と表示されず、 

“！”マークが残ってしまう場合は、もう一度、手順③から行ってください。 

  ※前述の手順でインストールできない場合は、次の手順を実行ください。 

 

セットアップCD内にある、【232Cドライバーが使用できない場合】フォルダにある[CDM212364_Setup.exe]

名のインストーラーをクリックし、ドライバーの手動インストールをします。 
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iii. IC 免許証リーダー用ドライバーのインストール 

IC免許証リーダーを使用し免許証の読み取りを行う場合、呼気アルコール検知システムALCGuardianNEXT 

のセットアップと同時に、IC免許証リーダー用のドライバーをインストールする必要があります。 

1) 付属のセットアップ CD をパソコンの DVD ドライブに挿入します。 

2) セットアップ CD 内の［FeliCa-Driver］を開きます。 

3) ［NFCPortWithDriver.exe］を起動します。ユーザーアカウント制御が表示される場合は、［はい］ 

を押してください。 

 

4) 【はじめに】画面表示後、［次へ］を押してください。 
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5) 使用許諾契約を確認後、［使用許諾契約の全条項に同意します］にチェックし、［次へ］を押します。 

 

6) 【インストール先の選択】画面表示後、［次へ］を押します。 

 

7) 【ファイルコピーの開始】画面表示後、［次へ］を押します。 

 

8) インストールが開始されますので、しばらく待ちます。 

 

 

9) 【InstallShield Wizard の完了】画面表示後、［完了］を押して終了です。 
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10) ［NFCPortWithDriver.exe］のインストール完了後、IC免許証リーダーを接続してください。ドライ

バーが正常にインストールされた場合は、［デバイスマネージャー］に［NFC Port］のアイコンが表

示されます。 

 

※ドライバーのインストール完了後も［NFC Port］が表示されない場合は、IC 免許証リーダーの 

USB ケーブルを抜き差し、もしくは USB ポートを変えて接続し、再度確認してください。 
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iv. 呼気アルコール検知システム ALCGuardianNEXT のセットアップ 

呼気アルコール検知システム ALCGuardianNEXT のソフトをインストールします。 

1) 付属のセットアップ CD をパソコンの DVD ドライブに挿入します。 

2) セットアップ CD 内の［ALCGuardianNEXT_IC_Setup.exe］を起動します。 

 

3) 【追加タスクの選択】より、［デスクトップ上にアイコンを作成する］にチェックが入っていることを

確認し、［次へ］を押します。 

 

 
 

【インストール準備完了】より、［インストール］を押します。 
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4) 【ALCGuardianNEXT セットアップウィザードの完了】画面表示後、［ALCGuardianNEXT を実行する］に

チェックが入っていることを確認し、［完了］を押します。 

 

デスクトップ上にショートカット［ALCGuardianNEXT］が作成されていることを確認できたら、ソフトの

インストールは完了です。 

 

※インストール完了後、必要に応じてパソコンを再起動してください。 

5) ショートカット[ALCGuardianNEXT]をクリックし起動します。 

6) 「設定」から、「環境設定」を開きます。 
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7) 「基本設定」にある「検知器COM番号」がデバイスマネージャーに表示されているCOM番号と同一かを

確認する。同一でなければ、同一の番号に設定し登録する。 

 
 

 
 

8) 「測定準備中」が、「測定準備完了」となっていれば、準備完了。 

 
 

 
 

9) カメラ設定にて、「Vital使用しない」使用カメラ選択にて所定のカメラを選択・登録。 

 
※測温連動する場合は、「Vital使用する」の接続設定をおこないます。 
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b. 推奨の電源設定変更 

本製品を利用するにあたっての推奨設定となります。場合によっては、画面の焼き付きや消費電

力・セキュリティリスクの増加に繋がる可能性がございますので、適宜、ご利用状況を確認した

うえで設定をお願いいたします。（Windows11想定での設定確認となります） 

i. 電源オプションの設定変更 

1) Windows のスタートボタン隣にある検索窓にてコントロールパネルと入力します。 

 

2) 検索結果に表示された［コントロールパネル］をクリックします。 

 
 

3) コントロールパネルを開き、右上にある表示方法を［小さいアイコン］に変更します。 
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4) [電源オプション］をクリックします。 

 

5) 電源プランのクリックまたはカスタマイズより［プラン設定の変更］をクリックします。 

 

6) プラン設定の変更にて［ディスプレイの電源を切る］と［コンピューターをスリープ状態に

する］の項目をすべて［適用しない］に設定します。 
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ii. スクリーンセーバーの設定変更 

1) デスクトップ上の何もないところで右クリックし、［個人用設定］をクリックします。 

 

2) ［ロック画面］をクリックします。 
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3) 【スクリーンセーバー】をクリックします。 

 
 

4) 【スクリーンセーバー】のドロップダウンメニューから［なし］をクリックした後に［適用］、最後

に［OK］をクリックします。 
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3. ユーザー設定 

呼気アルコール検知システムのご利用（測定）には、ユーザーの設定(ID・氏名)が必要になります。 

1) 「設定」から、「ユーザー設定」を開きます。 

 
 

2) ユーザー設定にある、ID・氏名に登録したい内容を記入し、「保存」を押します。 

 
 

※IC免許リーダーを利用する場合は、環境設定にてIC免許証リーダー使用：「使用する】にしたうえで、 

有効期限・交付日をそれぞれ数字8桁（西暦＋日付 例：20250401）で入力し、「保存」を押します。 

※免許証をIC免許証リーダーにかざし、自動で登録することもできます。 
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4. 画面構成 

イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*顔の表面温度を測定。本製品は医療機器ではありません。疾病の診断、治療、予防を目的とするものではありません。 

正しい体温測定には医療用体温計をご使用ください。

番号 名称 機能 

① メニュータブ 
ファイル、設定、測定結果、不具合結果、バイタル測定の各機

能を使用することができます。 

② ID 測定者のIDを表示します。 

③ 氏名 測定者の氏名を表示します。 

④ (点呼)種別 業務前・業務後（・中間）いずれかの勤務状態を表示します。 

⑤ 血圧 血圧の測定結果(最高・最低・脈拍数)を表示します。 

⑥ ALC測定値 アルコール検知器の測定結果を表示します。 

⑦ 測温* 
測温結果を表示します。 

(測温連動している場合のみ表示されます) 

⑧ 日時 現在の日付・時間を表示します。 

⑨ テロップ 測定者へ向けた指示事項等をテロップ表示します。 

⑩ 測定画像 測定者の測定したときの画像を表示します。 

⑪ 免許証情報 
IC免許証リーダーで読み取った免許証情報を表示します。 

(IC免許証リーダー連動いている場合のみ表示されます） 

⑫ ステータス 

測定結果のステータスやエラーメッセージを表示します。 

※機器接続時には「測定準備完了」と表示されます。 

※接続されていないときは「測定準備中」と表示されます。 
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5. 機能 

a. ファイル 

i. バックアップ 

設定情報および測定データのバックアップをとります。 

1) データ保存期間（年・月）を指定したうえで、保存先のフォルダを指定し、「開始」ボタンを押す。 

 
 

 

バックアップ完了後、「バックアップが完了しました」と表示されます。 

 

 
 

 
 

2) 

2) 指定のフォルダに「例：ALCGuardianNEXT_Backup_日付」という名称・zipファイルで格納されます。 

 
ii. 

ii. 終了 

ソフトウェアを終了し閉じます。 

 



   

 

 

アルコール検知システム ALCGuardianNEXT取扱説明書（第8版・Ver.1.0.3.0対応) 

  24   

b. 設定 

i. 環境設定 

ソフトウェア全般の初期設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 基本設定 

会社名、営業所名などの名称登録がおこなえます。登録された名称は帳票に反映されます。テロップ登録す

ると、メイン画面にてテロップ表示されるようになります。使用測定器・検知器COM番号は機器とソフトウ

ェアの接続初期設定に使用します。 
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名称 機能 

会社名 会社名を登録します。 

営業所名 営業所名を登録します。 

テロップ メイン画面のテロップに表示するコメントを登録します。 

使用測定器 使用するアルコール検知器を選択します。 

 検知器 COM 番号 
呼気アルコール検知器ST-3000 の接続ポート番号を登録します。［デバイスマネージャー］

を押し、［デバイスマネージャー］に表示されている COM 番号と合わせてください。 

白ナンバー対応 「白ナンバー対応」チェックすると白ナンバー機能が使用できます。 
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2) ALCGuardianSV設定 

一元管理システム「ALCGuardianSV（別売り）」との連動時にこちらを設定します。 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

送信 ALCGuardianSV を利用する場合は、［する］を選択してください。 

送信先フォルダ ALCGuardianSV で設定したフォルダを選択してください。 

3) 点呼方法選択 

各点呼(対面・IT・遠隔・自動)の設定方法を変更できます。対面を設定すると点呼方法選択のポップアップ

が非表示になります。 

 

 

 

 

 

 
 

名称 機能 

点呼方法 

各点呼(対面・IT・遠隔・自動)の設定方法を変更できます。 

選択：点呼方法選択のポップアップが表示されます。 

毎回：点呼方法選択をスキップし、点呼システムが起動します。 

IT ・遠隔点呼時間 設定された時間内は、自動的に IT 点呼・遠隔点呼に接続されます。 

※対面以外は別途利用申し込みいただくことによって使用できます。 

IT点呼：ALCGuardianNet、遠隔点呼・自動点呼：ALCFaceAir 

 

 

 

 

 



   

 

 

アルコール検知システム ALCGuardianNEXT取扱説明書（第8版・Ver.1.0.3.0対応) 

  27   

4) CSV出力設定（デジタコ連携） 

CSVフォルダにて指定した格納先に、CSV出力タイプで指定したフォーマットで、CSVファイル名で設定した

ファイル名で出力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

設定タブ 設定 1～3 （最大３つ）それぞれに CSV 出力設定をすることができます。 

CSV 出力 CSV 出力が必要な場合に「する」と設定します。 

CSV 出力タイプ 
CSV出力タイプごとにCSVのフォーマットが設定されています。連動するシステムによって、

フォーマット形式が異なりますので、適切な形式の出力タイプを設定してください。 

CSV フォルダ CSV ファイルを出力するフォルダを指定します。 

CSV ファイル名 CSV ファイル名を設定します。 

 

CSV 出力タイプ 

CSV 出力タイプ

「0」 

ファイル名 index.csv(自動的にこの形式で出力されます) 

出力先 環境設定の［CSV フォルダ］にて設定されたフォルダ 

出力タイミング 環境設定にて［CSV 出力］が［する］に設定された場合、測定時に自動的にアペンド 

CSV フォーマット 

１ ID(可変長) 

2 氏名 
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3 測定値(0.000) 

4 年月日時分秒 (20180214083012)…2018 年 2 月 14 日 8 時 30 分 12 秒 

5 免許証番号 

6 免許証残日数 

7 1:出庫・2:帰庫・3:中間 

8 予備 

 

CSV 出力タイプ

「1」 

ファイル名 環境設定の［CSV ファイル名］に設定されたファイル名 

出力先 環境設定の［CSV フォルダ］にて設定されたフォルダ 

出力タイミング 環境設定の［CSV 出力タイプ］を「1」に設定した場合、測定時に自動的にアペンド 

CSV フォーマット 

１ ID(可変長) 

2 氏名 

3 年月日 (20180214)…2018 年 2 月 14 日 

4 時分秒 (083012)…8 時 30 分 12 秒 

5 測定値(0.000) 

6 OK/NG 

7 事業所名 

8 画像ファイルパス 

9 予備 

10 予備 

11 免許証有効期限 
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CSV 出力タイプ「2」 

ファイル名 環境設定の［CSV ファイル名］に設定されたファイル名 

出力先 環境設定の［CSV フォルダ］にて設定されたフォルダ 

出力タイミング 環境設定の［CSV 出力タイプ］を「2」に設定した場合、測定時に自動的にアペンド 

CSV フォーマット 

１ ID(可変長) 

2 氏名 

3 年月日 (20180214)…2018 年 2 月 14 日 

4 時分秒 (083012)…8 時 30 分 12 秒 

5 測定値(0.000) 

6 OK/NG 

7 事業所名 

8 画像ファイルパス 

9 予備 

10 予備 

 

CSV 出力タイプ「3」 

ファイル名 環境設定の［CSV ファイル名］に設定されたファイル名 

出力先 環境設定の［CSV フォルダ］にて設定されたフォルダ 

出力タイミング 環境設定の［CSV 出力タイプ］を「3」に設定した場合、測定時に自動的にアペンド 

CSV フォーマット 

１ ID(可変長) 

2 氏名 

3 年月日 (20180214)…2018 年 2 月 14 日 

4 時分秒 (083012)…8 時 30 分 12 秒 

5 測定値(0.000) 

6 OK/NG 

7 事業所名 
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8 画像ファイルパス 

9 予備 

10 予備 

11 1:出庫・2:帰庫・3:中間 

 

CSV 出力タイプ「4」 

ファイル名 環境設定の［CSV ファイル名］に設定されたファイル名 

出力先 環境設定の［CSV フォルダ］にて設定されたフォルダ 

出力タイミング 環境設定の［CSV 出力タイプ］を「4」に設定した場合、測定時に自動的にアペンド 

CSV フォーマット 

１ ID(8 桁に満たない場合は、０を付与) 

2 氏名 

3 年月日 (20180214)…2018 年 2 月 14 日 

4 時分秒 (083012)…8 時 30 分 12 秒 

5 測定値(0.000) 

6 OK/NG 

7 事業所名 

8 画像ファイルパス 

9 予備 

10 予備 

11 1:出庫・2:帰庫・3:中間 

 

CSV 出力タイプ「5」 

ファイル名 Yyyymmddhhmmss99999999.csv(作成年月日時分秒＋測定者 ID.csv) 

※測定者 ID が 8 桁に満たない場合は 8 桁分ゼロ埋めとなります。 

出力先 環境設定の［CSV フォルダ］にて設定されたフォルダ内に以下のフォルダを作成 

Attend(出庫)>yyyymmdd(作成年月日)／Leave(帰庫)>yyyymmdd(作成年月

日) 

出力タイミング 環境設定の［CSV 出力タイプ］を「5」に設定した場合、測定時に自動的にアペンド 
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例：CSV 出力タイプ「3」に設定した場合 

 

 
 

測定後、入力した［CSV ファイル名］で CSV ファイルが自動的に出力されます。 

 

 
 

 

出力タイプ「3」の CSV フォーマットでファイルが出力されました。 

 

 

使用例：株式会社トランストロン社製 ITP-WebService 等 

CSV フォーマット 

１ 年月日 (20180214)…2018年2月14日 

2 時分 (0830)…8時30分 

5 測定値(0.000) 

6 アルコール判定レベル(A～E を想定) 

7 体温 

8 最高血圧 

9 最低血圧 

10 画像ファイルパス 

11 事業所名 

12 免許証有効期限(20180122) 

13 脈拍 
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5) 免許証設定 

IC 免許証リーダーを使用する場合は、こちらの設定をしてください。 

※IC免許証リーダー連動時は、ドライバーのインストールも必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

IC 免許証リーダー使用 

[使用する]に設定すると、測定開始時にIC免許証リーダーを使用することができるよ

うになります。また、ユーザー設定画面にも「免許証読込」ボタンが表示され利用で

きるようになります。 

免許証 PIN1 チェック 

［PIN1 使用する］ユーザー設定に「PIN1チェック」ボタンが表示されます。ユーザー設定

にPIN1(数字4桁)を入力したうえで、「PIN1チェック」を押すと、【氏名・有効期限・交付

日・免許証番号】が自動で登録されます。 

免許証番号必須チェック 

［チェックする］ユーザー設定に免許証番号が登録されていない場合、測定ができなく

なります。また、登録した免許証番号が誤っていた場合も、同様に測定ができなくなり

ます。※免許証番号のチェックにはPIN1チェックが必須となります。 

［チェックしない］ユーザー設定に免許証番号が登録されていない場合も、測定するこ

とができます。 

置き忘れ警告表示 

［表示する］IC 免許証リーダーでの認証確認後、免許証の置き忘れがないかのチェック

を行い、置き忘れの場合には警告を表示します。 

［表示しない］警告を表示しません。 

免許証不使用測定可否 

［可］IC 免許証リーダーを使用する、もしくは ID を手入力する、いずれかの方法で測定

を開始することができます。 

［否］IC 免許証リーダーを使用する場合のみ、測定を開始することができます。 

（＝免許証認証が必須になります） 

有効期限切れ測定可否 
［可］免許証の有効期限が切れている場合にも測定ができます。 

［否］免許証の有効期限が切れている場合には測定ができません。 

マイナ免許証確認 [確認する]マイナ免許証の認証もおこないます。 
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イメージ例 

例：PIN1の照合にてエラーが起きた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

※誤ったPIN1で3回測定しようとした場合、免許証のICチップにロックがかかります。 

ロック解除には、警察署または免許センターに行っていただく必要がございますので、 

設定には十分ご注意いただき、PN1がご不明の場合には、PIN1は使用しないでください。 

 

例：免許証番号が登録されていない場合 

 

 

 

例：免許証をIC免許証リーダーの上に置き忘れていた場合 

 

 

 

 

 

 

例：［免許証不使用設定］を［否］にした場合の測定開始前画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：免許証の有効期限が切れている場合には、メッセージが表示されます。 
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例：マイナ免許設定した場合 

マイナ免許登録時、認証時に暗証番号の入力が必要です。免許センターなどで登録した暗証番号（数字４桁）

を都度入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※セキュリティ上、本ソフトウェアのマスタなどにはマイナ免許証の暗証番号データを残しません。 

※誤ったPIN1で10回測定しようとした場合、免許証のICチップにロックがかかります。 

6) 点呼区分名称 

出庫・帰庫・中間（デフォルト）を任意の名称（最大三文字）に変更することができます。メイン画面の種

別・測定結果画面・出力された帳票などに登録された内容が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7) その他設定 
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名称 機能 

ALC警報パトライト

COM番号 

オプションであるパトライト（別売り）の接続設定をおこなう際に使用します。アルコ

ール検知をした際に、音を出して知らせることができます。パトライトをパソコンに接

続後、デバイスマネージャーで確認した COM 番号を設定してください。 

※パトライト接続時は、ドライバーのインストールも必要です。 

出庫/中間/帰庫チェック 

［する］メイン画面のステータスに［テンキーの【出】【帰】を選択してください］と

いう表示がされます。 

［しない］【出】【帰】を選択する表示はされません。 

※点呼種別が登録されなくなります。 

音声案内 

［する］パソコン音源からの音声案内を有効にします。 

［しない］パソコン音源からの音声案内を無効にします。 

※アルコールを検知した場合、警報音が鳴ります。 

中間点呼 

［する］出庫・帰庫に加え、「中間」も選択できるようになります。 

［しない］出庫・帰庫のみの点呼種別選択になります。 

測定結果表示 

[表示する]に設定すると、メイン画面に最大3件の測定結果（ID・氏名・区分・日時・

ALC・免残・車番・血圧・写真）が表示されるようになります。(区分＝点呼種別、

ALC＝ALC測定値、免残＝免許残日数) 

※表示するに設定しているときに測定したデータのみ表示します。 

最前面設定 

[表示する]に設定すると、ALCGuardianNEXTの画面がデスクトップ最前面に自動で

（定期的に）表示されるようになります。 

[表示しない]一定時間経過しても、ALCGuardianNEXT のオープン画面は最前面に示

されません。 

※最前面に表示されない場合、メイン画面の設定から「最前面表示する」を押します。 
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チェック項目 

IT点呼や遠隔点呼時に使用します。 

[点呼執行者側]点呼執行者（管理者）側で点呼項目をチェックします。 

[運転者側]運転者側にポップアップが表示され、点呼項目をチェックします。 

※WEB記録簿契約時に利用できるようになり、データはWEB記録簿にあがります。 

※点呼項目はWEB記録簿の確認項目マスタにて変更できます。 

測温有効期限(時間) 

※自動点呼機能 
測温測定結果データの保有時間設定です。単位は（1時間）です。 

血圧有効期限(時間) 

※自動点呼機能 
血圧測定結果データの保有時間設定です。単位は（1時間）です。 

特定自動運行保安員の 

有無 

※自動点呼機能 

特定自動運行保安員の有無をチェックしたい場合に設定します。 

[あり]に設定すると自動点呼時にポップアップが表示されるようになります。 

点呼予定許容時間 

(前後時間) 

※自動点呼機能 

点呼実施予定の範囲を設定することができます。単位は（1時間）です。 

例：1時間と設定し、点呼実施予定登録が9:00の場合、8:00~10:00が有効です。 

血圧設定 [使用する]血圧連動する際に使用します。 

 

例：出庫/中間/帰庫チェックを［する］、かつ中間点呼を[する]にした場合 

 

例：出庫/中間/帰庫チェックを［しない］にした場合 
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例：中間点呼を［する］にした場合 

 
 

※外付けテンキーの「/“スラッシュ”」に対応しております。キーボードテンキーは割り振りが違うので注意ください。 

 

例：チェック項目を[運転者側]にした場合 

 

 
 

例：測定結果表示を[表示する]にした場合 
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例：［最前面設定］を［表示する］にした場合 
 

 

 

8) 血圧計設定 

血圧計連動時に設定します。 

点呼区分： (出庫帰庫)すべて・出庫のみ・帰庫のみ・測定なしと設定することができます。 

血圧値表示設定：最高・最低それぞれの数値の警告表示色の設定をすることができます。 

測定結果表示：表示するに設定したうえで、血圧計と連動しているときのみ表示されます。 

※自動点呼連動時は、測定なしに設定していても血圧計測定が必要となります。 

ii. 

ii. ユーザー設定 

測定に必要なユーザー（測定者）の登録設定です。 
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名称 機能 

ID・氏名 

ID（最大8桁）と氏名を入力します。IDは測定時に必要なものになり

ます。ID認証時は、IDに紐づけた氏名を表示します。 

※呼気アルコール検知システムを利用するうえで必須入力です。 

車番 
車番を事前に登録することができます。測定後、測定結果に登録され

ます。 

有効期限 
免許証の有効期限になります。数字8桁で登録します。 

※通常の免許証認証時は、有効期限と交付日を認証します。 

交付日 
免許証の交付日になります。数字8桁で登録します。 

※マイナ免許証登録時は必須ではありません。 

PIN1 PIN1チェックをおこなう際にこちらに数字4桁を登録します。 

免許証番号 
免許証の免許証番号になります。 

※マイナ免許証はこちらの免許証番号を認証します。 

血圧(チェック) 血圧測定したいユーザーを設定します。 

平熱 平熱を登録します。WEB記録簿利用時は社員マスタに反映します。 

平常血圧値 
平常血圧値（最高・最低・脈拍）を登録します。WEB記録簿利用時

は社員マスタに反映します 

ID・検索 検索したい ID をし、入力した条件で検索します。 

行挿入 行を追加します。 

行削除 選択した行を削除します。 

印刷 ユーザー設定を印刷します。 

免許証読込 
IC 免許証リーダーに免許証をかざし、［有効期限］［交付日］を取

得します。 

マイナ免許証読込 
IC 免許証リーダーにマイナ免許証をかざし、暗証番号を入力すると

［有効期限］［免許証番号］を取得します。 

CSV出力 ユーザー設定を CSV ファイルで出力します。 

CSV取込 ユーザー情報が入った CSV ファイルを取り込みます。 

キャンセル 設定内容を保存せず、ユーザー設定画面を閉じます。 

保存 入力した情報を保存します。 
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1) ユーザー設定の登録はP39をご覧ください。 

 

2) 免許証登録したい場合 

IC免許証リーダーを使用する場合は、免許証（免許証とマイナ免許証）を読み込みます。このとき、登録

したい人の枠を選択します。IC免許証リーダーに免許証をかざし、［免許証読込］もしくは［マイナ免許証

読込］を押すと、免許証情報が読み込みます。読み込み後［保存］を押します。 
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3) マイナ免許登録時 

 
※マイナ免許証読込の場合、暗証番号の入力が必要になります。 

4) ユーザーの検索方法 

検索したい ID を入力し、［検索］を押すと、該当する ID のユーザー情報が表示されます。 

 

 

5) 行挿入や行削除の方法 

編集したい行を選択したうえで、［行挿入］[行削除]を選択することで、行が追加・追加されます。 
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6) 印刷 

印刷した結果は下記のように印刷されます。 

 

 

7) CSV出力の方法 

［CSV 出力］を押し、CSV ファイルの保存先を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定した保存先に CSV ファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

CSV ファイルは以下のような形式で出力されます。 
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8) CSV 取込の方法 

ユーザー設定を CSVファイルより取り込み、反映・登録することが可能です。  

この場合、上記（CSV出力したファイルと同一形式）のCSV形式でユーザー情報を作成してください。 

（［CSV出力］から CSVファイルを作成し、ファイルを書き換え、取り込むことが便利です） 

 

 

 

CSVファイル完成後、［CSV取込］を押し、CSV取り込みを行うファイルを指定してください。 

 

CSV ファイルに登録されていた情報が反映され、ユーザー情報が書き換わり、［保存］を押すと変更内容が

保存されます。 
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9) PIN1 チェックの方法 

PIN1 の照合を行う測定者の ID を選択し、［PIN チェック］を押します。免許証の残り照合回数が表示され

ます。照合を開始する場合には、［OK］を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力した PIN1 が正しい場合には、［PIN1 照合 OK］と表示されます。その後、［OK］を押すことで照合が完

了し、［氏名］［有効期限］［交付日］［免許証番号］の情報が書き換わります。 
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iii. メール設定 

測定結果をメールで送信することができます。送信する場合には、各項目に設定条件を入力してください。 

名称 機能 

 

送信タイプ 

［送信しない］メールを送信しません。 

［ALC反応あり］アルコール反応が検出された場合にのみメールを送信します。 

［測温警告あり］測温異常が検出された場合にのみメールを送信します。 

［全て］測定した結果を全てメール送信します。 

SMTP サーバー SMTP サーバー名を設定します。 

SMTP ポート ポート番号を選択してください。 

SSL SSL を使用する場合は、［する］を選択してください。 

SMTP 認証 SMTP 認証が必要な場合は、［する］を選択してください。 

SMTP ID SMTP ID を設定します。 

SMTP PW SMTP パスワードを設定します。 

送信元 メール送信元のメールアドレスを登録します。 

宛先 メール送信先のメールアドレスを登録します。 

タイトル メールの件名を登録します。 

 

測定画像送付 

［する］測定画像を添付します。 

［しない］［カメラ設定］を［使用しない］に設定した場合は、こちらを選択して

ください。 

POP BEFORE SMTP SMTP に利用者認証を付加します。 

POP サーバー POP サーバー名を設定します。 

POP ポート POP ポートを設定します。 

キャンセル 設定内容を保存せず、メール設定を閉じます。 

送信テスト メールの送信テストを行います。 

登録 入力した情報を登録します。 

 

※SMTPサーバー名、ID、PW（パスワード）などは、ご利用中のメールアカウント情報をご確認のうえ設定ください。 
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1) 送信テストの方法 

［送信テスト］を押すと、テスト送信することができます。 

 

 

 

 
 

送信が完了した場合、［送信完了］という表示がされますので、［OK］を押してください。 

宛先に設定されているメールアドレスにメールが届いているか、確認をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※送信テストイメージ 

-------------------------------------------------- 

件名: Guardian 警報 

差出人:taro.s@sanko-techno.co.jp 

メッセージ：送信テスト 

-------------------------------------------------- 

mailto:taro.s@sanko-techno.co.jp
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iv. カメラ設定 

ALCGuardianNEXTにおける顔写真の撮影に必要なカメラ設定をおこないます。 

測温連動させる場合は、ALCFaceVital（別売り）をご購入のうえ、［Vital使用する］をセットアップしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) [Vital使用しない]の設定 

WEBカメラのUSBケーブルをPCへ接続してください（2025年現在、［Logicool社製 HD Webcam C270n］を使用

しています）。該当のカメラを選択し、登録ボタンを押して設定完了。 

 

※IT・遠隔・自動点呼をご利用のお客様は、そちらで使用している顔認証用WEBカメラと設定をお間違えないように 

十分ご注意ください（2025年現在、BUFFALO社製のWEBカメラを使用しています）。 
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2) [Vital使用する]の設定 

測温連動するには、ALCFaceVitalカバーのセットアップが必要になります。詳しくは、別添のALCFaceVital

取扱説明書をご覧ください。 

 

①USBポートに付属の外付けWi-Fi子機を接続します。 

 
 

②デスクトップ左下のスタートボタンを右クリックし、設定をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③左のメニューから、［ネットワークとインターネット］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④Wi-Fiをクリックします。 
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⑤［利用できるネットワークを表示］をクリックすると、Vital-○○○○が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示されない場合、ALCFaceVitalカバーに電源が入っているか確認をしてください。 

※Wi-Fi機能が搭載されていないPCやWi-Fiをすでにお使いの場合は、未使用のWi-Fi番号（Wi-Fi子機）を選択します。 

 

⑦『Vital-〇〇〇〇』を選択し、［自動的に接続］に☑し接続をクリック。 

 

⑧ネットワークの要件チェック後、パスワードを求められるのでパスワード「vital123」を入力。 

 

⑨下記表示になっていたら完了。 

 

 

 

 

※別の方法 

タスクバー右下にあるインターネット設定をクリック。 

 

 

 

Wi-Fiマーク横の 〉マークをクリック。 

 

 

 

 

 

こちらからもWi-Fiの設定がおこなえます。 
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v. 顔認証カメラ設定 

遠隔点呼や自動点呼における顔認証に必要なカメラ設定をおこないます。必要に応じて設定してください。 

 

 

vi. パスワード設定 

各種設定変更時にパスワードを設けたい場合は、［パスワード設定］よりパスワードを登録してください。

パスワード設定を行うと、［ファイル］［設定］［ユーザー設定］［測定結果］［不具合結果］［バイタ

ル測定］すべてでパスワード入力が必要になります。 

 

①パスワードを設定する場合 

［パスワード］［再入力］欄に 8 桁以内の文字を入力し、［入力完了］を押すことで設定が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②パスワードを変更する場合 

［パスワード設定］より、登録しているパスワードを入力します。再度、［パスワード設定］を開くと、設

定画面が表示されますので、新しく登録したいパスワードを［パスワード］［再入力］欄に入力します。 

 

③パスワード設定を無効にしたい場合 

［パスワード］［再入力］欄を空欄にして［入力完了］を押してください。 
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vii. WEB設定 

点呼記録簿や遠隔点呼利用時に当社にて設定するページです。設定を変更しないでください。 

端末登録・接続テストについて、詳しくは、遠隔点呼取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

viii. 自動点呼設定 

自動点呼利用時に設定するページです。詳しくは、自動点呼取扱説明書をご覧ください。 
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c. 測定結果 

i. 測定結果閲覧ページ 

 

 

メニューバーから［測定結果］をクリックすると、測定結果の閲覧をすることができます。 

点呼種別・ID・氏名・測定日時・測定値・車番・免許残日数（免許証を利用して測定した場合）・免許証番

号・測定画像を自動記録・保存されており、閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アルコールを検出しているときは赤色で表示されます。 
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ii. 検索機能 

測定結果は、上部メニューにて条件設定のうえ、検索をおこなうことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

名称 機能 

測定日 月ごとの測定日を選択することができます。 

ID IDを選択し、特定のユーザーを絞り込むことができます。 

種別 ALL・出庫・帰庫（・中間）を選択することができます。 

測定値 ALL・反応なし・反応ありを選択することができます。 

«前・次» 前のページ、次のページへ移動します。 

免許証残日数 日数（数字）を入力し、その日数以下の残日数のユーザーを絞り込みます。 

測定後更新 測定後に自動で更新するか選択することができます。 

画像付 画像付き一覧ページかを選択することができます。 

検索 検索ボタンを押すことで、指定した条件の検索をおこなうことできます。 

 

iii. データ編集 

測定結果画面で実際に測定したデータをダブルクリックすると編集画面が表示されます。点呼種別・氏名の

編集をすることができます。 
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※白ナンバー機能利用時は編集できる内容が一部異なります。 

iv. ファイル 

測定結果の各種印刷やデータ出力の機能を利用することができます。検索した内容を反映します。 

 

名称 機能 

印刷 測定記録を帳票印刷します。 

画像付き印刷 画像付きで、測定記録を帳票印刷します。 

CSV出力 フォルダを指定し、所定の形式のCSVを出力することができます。 

CSV出力 

(旧ALCGuardian) 

フォルダを指定し、旧バージョンのALCGuardianにて使用していた所定の形式の

CSV（index.csv）を出力することができます。 

ALCGuardianSV送信 一元管理ソフトALCGuardianSV（別売り）との連動時に使用する機能です。環

境設定 

終了 測定結果を閉じます。 
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イメージ 

①印刷 

プレビュー 

 
 

②画像付き印刷 

プレビュー 
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③CSV出力 

出力ファイル 

 

 

 

 

 

 

出力フォーマット 

 

 

 

 

 

 

④CSV出力（旧ALCGuardian） 

出力ファイル 

 

 

 

 

 

 

出力フォーマット 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ALCGuardianSV送信 

 送信したい年月を選択し、送信ボタンを押します。 
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出力フォルダ 

 

 

 

 

 

 

出力ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力フォーマット 

 

 

 

 

 

 

環境設定にてALCGuardianSV設定をセットアップしていないと送信できません。 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

 
アルコール検知システム ALCGuardianNEXT取扱説明書（第8版・Ver.1.0.3.0対応) 

  58  

d. 不具合結果 

発生した不具合・エラー［不具合日時・ユーザ情報・エラー種別・エラーメッセージ］を自動で記録します。 

記録した内容は、不具合日時で検索し、絞り込みすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e. バイタル測定 

自動点呼利用時に使用できる血圧計事前測定機能です。詳しくは、自動点呼取扱説明書をご覧ください。 
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f. 白ナンバー向け機能 

環境設定から、白ナンバー対応チェックし登録すると、白ナンバー向け機能が開放されます。 

i. 点呼項目確認機能の追加 

アルコール測定前に点呼項目の確認ポップアップが表示されるようになります。確認方法・車両番号・確認

者名・指示事項・指示事項その他必要事項を入力することができ、入力した結果は測定結果に記録されます。 

 

 

ii. 確認者名のデフォルト設定 

デフォルトの確認者名を登録することができます。こちらで選択した確認者が点呼項目確認ポップアップの

デフォルトとなります。 

 

 

iii. マスタ機能の追加 

確認者マスタ・車番マスタ・指示事項マスタが追加されます。 
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1) 確認者マスタ 

ID・確認者名を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 車番マスタ 

車番を登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 指示事項マスタ 

指示事項（最大１４文字）８項目を登録することができます。 
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iv. データ編集 

新規登録機能追加のほか、測定結果画面で実際に測定したデータをダブルクリックすると編集画面が表示さ

れます。この画面の氏名、測定日時、測定値、免許残日数、免許証番号の5項目以外は編集可能です。 

 

 
v. 

v. 確認表 

測定結果画面から、［確認表］を選択すると、酒気帯び確認記録表がPDF出力されます。測定日より印字し

た年月日を選択し、検索をかける事で印刷内容が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒気帯び有無の選択ボタン 

0.00であっても、点呼での

総合判断で飲酒ありにする

場合、変更可能。 
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酒気帯び確認記録表の帳票イメージ 
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6. 測定方法 

a. 機器の準備 

呼気アルコール検知システム ALCGuardianNEXTで測定を開始する前に、以下の項目を確認してください。 

i. 呼気アルコール検知器 ST-3000 

1) コ ン セ ン ト は 接 続 さ れ て い ま す か ？   □✔check 

2) 電 源 は ［ O N ］ に な っ て い ま す か ？    □✔check 

3) USB ケーブルは接続されていますか？     □✔check 

4) DCケーブル（電源）は本体に接続されていますか？    □✔check 

5) ST-3000 デバイスは認識されていますか？     □✔check 

6) COM ポート番号は間違っていませんか？      □✔check 

 

※呼気アルコール検知器本体後部 

ii. WEB カメラ 

1) USB ケーブルは接続されていますか？     □✔check 

2) デバイスマネージャーを確認し、カメラは認識されていますか？  □✔check 

（［デバイスマネージャー］より、［イメージングデバイス］を選択し、ALCGuardianNEXT 用ＷＥＢカメラの

型番が表示されていれば、正常に認識されています） 

3) カ メ ラ 設 定 は 間 違 っ て い ま せ ん か ？    □✔check 

2 3 4 
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iii. IC 免許証リーダー（IC 免許証リーダーをご利用の場合） 

1) U S B ケー ブ ル は PCへ接 続 さ れ て い ま す か ？   □✔check 

2) ドライバーのインストールは完了していますか？    □✔check 

3) IC 免許証リーダーデバイスは認識されていますか？   □✔check 

              

※IC免許証リーダーの接続（写真はRC-S380）※デバイスの認識はデバイスマネージャーで確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定が完了していない場合、エラーメッセージが表示されますので、再度①～③をご確認ください。 

 

 

1 
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iv. テンキー（テンキーを利用し、ID 入力する場合） 

1) U S B ケーブルは接続されていますか？      □✔check 

2) Num Lockはオンになっていますか？     □✔check 

b. 測定前の確認 

1) デスクトップ上のショートカットからALCGuardianNEXTを起動してください。 

 

 

 

 

 

2) 画面のメッセージ表示欄が「測定準備中」から「測定準備完了」に切り替われば、準備完了です。 
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c. アルコール測定 

i. 必ず測定前にはうがいをしましょう。 

特に、飲食後に測定する場合や喫煙後に測定する場合などは注意が必要です。飲食後に含まれる成分でアル

コール反応したり、ヤニが機器内部に付着したりすると、正常な測定がおこなえなくなります。 

ii. アルコール検知器に専用マウスピースをセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

iii. 点呼種別の選択 

付属のテンキーを使用し、出庫の場合は［出］、中間の場合は［中］、帰庫の場合は［帰］を選択してくだ

さい。 

※［環境設定］の［出庫／中間／帰庫チェック］を［しない］に設定した場合は、 

［出庫／(中間)／帰庫］を選択せずに測定を行うことができます。 
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iv. ユーザー認証 

アルコール測定でユーザー認証する方法は、主に２通りです。 

1) ID 入力による測定 

ID 入力画面表示後、測定者の ID を入力し［Enter］を押すと、測定が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) IC 免許証リーダーによる測定 

付属のテンキーを使用し、出庫の場合は［出］、中間の場合は［中］、帰庫の場合は［帰］を選択してくだ

さい。このとき、［環境設定］の［免許証設定］より、［IC 免許証リーダー使用］が［使用する］に設定さ

れている場合、IC 免許証リーダーの画面が表示されます。免許証もしくはマイナ免許証を IC免許証リー

ダーにかざしてください。 

     

※マイナ免許証をかざした場合は、都度、暗証番号の入力が必要です。 

※暗証番号入力完了までは、マイナ免許証をかざしたままにしてください。 
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v. アルコール測定 

専用のマウスピースを口に加え、10秒以内に5秒間、カチっと音が鳴るまで呼気を吹き込み続けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

vi. 測定終了 

正常に測定が終了したら、測定結果にデータが残り、最初の画面に戻ります。 
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アルコールが検出された場合 

アルコールが検出された場合、数値の表示と赤色での警告メッセージを表示します。また、次の測定に進む

ためには、［確認］ボタンをクリックする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メール設定をしていれば、こちらのタイミングで所定の宛先へメールが送信されます。 

免許データが重複した場合 

 
※免許証の有効期限と交付日が同一の測定者がいる2人以上場合、 

免許データ重複として氏名選択画面が表示されますので、測定者を選び、［Enter］を押してください。 
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免許証をリーダーに置き忘れた場合 

アルコール測定後、免許証リーダーに免許証をかざしたままだとメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

免許証情報に誤りがある場合 

ユーザー登録上で免許証の有効期限と交付日が確認できない場合はメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

白ナンバー機能利用時 

アルコール測定前に点呼確認のポッポアップが表示されます。 
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7. Q&A 

a. 呼気アルコール検知器ST-3000関連 

Q．判定が高めに出る 

・口の中にアルコール成分が残っている可能性があります。 

うがいをして再度測定してください。 

・飲食直後、喫煙直後等に測定するとアルコールが検出される可能性がありま 

すので、飲食後20分以上経過した後にうがいをして再度測定してください。 

・センサーモジュールに強いにおいがしみついている可能性があります。 

本器からセンサーを外し、4～5回振ってにおいを取り除いてください。 

・においがある場所で測定している場合は場所を変えてください。 

・マウスピースににおいがしみついている可能性があります。マウスピースを 

水洗いし、よく乾して再度測定するか、新品に交換してください。 

Q．判定が低めに出る 

・5秒間しっかりと息を吹きかけていない可能性があります。 

息を吹きかける際は約5秒間しっかりと吹きかけてください。 

・マウスピースが所定の場所にセットされてない可能性があります。 

マウスピースをもう一度所定の場所にセットしてから測定してください。 

・風のある場所で測定している場合は場所を変えてください。 

Q．飲酒していないの

に、飲酒した判定が出る 

・飲食直後、喫煙後等に測定している可能性があります。 

飲食後20分以上経過した後うがいをし、再度測定してください。 

・においがある場所で測定している場合は、場所を変えて測定してください。 

・センサーを本器から取り外し、4～5回振って再度測定してください。 

・点検キットや除菌グッズ、オーラルケアグッズなどアルコール成分を含んだ 

 ものとセンサーモジュールを密閉された状態の中で保管している可能性が 

あります。アルコール成分が含まれているものとセンサーモジュールを 

一緒に保管しないでください。一緒に保管をしていた場合は、 

数値が出なくなるまでに数時間～1週間かかる場合があります。 
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b. 故障かな？と思ったら（ST-3000のエラー表示） 

Er00 

ウォームアップエラーまたは通信エラーです。センサーモジュールを取り付けてから 

本器背面部の電源ON／OFFスイッチで電源を入れなおしてください。 

改善されない場合は故障の可能性がありますので当社までお問い合わせください。 

Er01 
START表示してから10秒以内に吹きかけていない可能性があります。 

START表示してから10秒以内に吹きかけてください。 

Er02 
吹きかけが不足していたり、吹きかけを途中でやめていたりする可能性があります。 

しっかりと5秒間吹きかけてください。 

Er03 

パスワードが正しく入力されていない可能性があります。正しいパスワードを入力して

ください。 

※パスワードを忘れた際は、呼気アルコール検知器ST-3000取扱説明書 

「パスワードを初期化する」をご覧ください。 

Er06 

センサー使用回数が75,000回を超えている可能性があります。 

当社までお問い合わせいただき、速やかにセンサーモジュールを交換してください。 

※「Er06」が点灯するとセンサーモジュールを交換するまで測定できませんのでご注意

ください。 

※センサーモジュールの交換の場合は、呼気アルコール検知器ST-3000取扱説明書 

「センサーモジュール交換について」をご覧ください。 

Er04 

Er05 

Er07 

Er08 

Er09 

Er11 

Er12 

システムエラーです。電源を入れなおし、改善されない場合は 

故障の可能性がありますので当社までお問い合わせください。 
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c. センサーモジュールについて 

Q．センサー使用回数寿命 

A．センサー使用回数が70,000回を超えている可能性があります。 

センサーモジュール交換時期を過ぎておりますので、 

速やかにセンサーモジュールの交換をお願いします。 

※交換メンテナンスの時期に関しては、メンテナンス時期の約1ヵ月前を目

途にご案内します。センサーには寿命（1年間）がありますので交換してください。 

 

d. 呼気アルコール検知システムALCGuardianNEXT関連 

Q．起動できない 
A．設定ファイルが壊れている可能性があります。 

当社までお問い合わせください。 

Q．起動時にフリーズして

しまう 

A．カメラ設定を「使用しない」にして再度お試しください。ソフトが 

動作した場合、WEBカメラの故障が考えられますので交換が必要です。 

Q．Windowsアップデートを

した後、動かなくなった 

A．Windowsアップデートにより、設定が初期化されてしまう場合がありま 

すので、ソフトの設定環境を再度確認してください。 

Q．WEBカメラが映らなく

なった 

A．［設定］より「カメラ設定」を選択し、［カメラ使用］の有無を確認、 

またはソフトやＰＣの再起動を行ってください。 

解消されない場合、ご利用中のウイルス対策ソフトを一度停止状態にして 

再度お試しください。この方法でWEBカメラが映るようになりましたら、 

ウイルス対策ソフトをWEBカメラが使用できる設定に変更してください。 

Q．「測定準備完了」 

にならない 
A．ALCGuardianNEXTオープン画面左上メニューの［設定］より、 

［環境設定］の検知器COM番号が合っているか確認してください。 

Q．テンキーの「出］ 

［中］［帰］を押しても測定が

開始されない 

A．ALCGuardianNEXTを再起動してください。 

また、テンキーのUSBケーブルが接続されているか確認してください。 

Q．IDを入力し、Enter

を押しても測定が開始さ

れない 

A．ALCGuardianNEXTの画面が最前面になっているか確認してください。 

また、入力モードが全角になっている場合や、［Num Lock］がOFFになっ

ている可能性があります。半角で入力できていることを確認してください。 
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Q．IC免許証リーダーで

免許証が読み込めない 

A．点呼種別「出庫」「中間」「帰庫」の入力が済んでいない場合は、免許証 

読み取り画面が表示されません。点呼種別の入力をお願いします。 

・ソフトやPCを再起動してください。 

・インストーラーを再度インストールしてください。 

・USBケーブルの抜き差しを行った後、デバイスマネージャーに 

NFCポートが表示されているか確認してください。 

Q．ST-3000の測定が 

開始されない 
A．USBポートを交換するなど、接続を確認して再度測定してください。 

Q．吹きかけエラーと 

表示された場合は？ 

A．再度、測定を行ってください。その際、5秒間、 

カチっとなるまで呼気を吹きかけ続けてください。 

Q．タイムアウトエラーと 

表示された場合は？ 

A．再度、測定を行ってください。その際、ブザーが鳴った後、 

10秒以内に息を吹きかけてください。 

Q．勤務状態（「出庫」 

「中間」「帰庫」）を間違え

て測定した場合は？ 

A．正しい勤務状態を選択し、再度測定してください。 

Q．測定結果におかしな

数字が表示される 

A．呼気アルコール検知器ST-3000本体もしくはセンサーモジュールに問題 

がある可能性があります。当社までお問い合わせください。 

Q．メール設定をした

が、メールが送信されな

い 

A．他のメールアドレスに設定して正常に送れるかお試しください。正常に 

送れた場合、アドレスの入力が誤っている可能性がございます。また、ご

利用のメールアカウントにアクセスし、アカウントの再認証を行ってくだ

さい。長くご利用になっていないメールアカウントに送る場合、認証が確

認されていないことが原因でメールを送れない可能性があります。 

Q．PC起動時に自動的に

起動するようにしたい 
A．スタートアップの設定を行ってください。 

Q．PCを入れ替えたい A．当社にて有償作業をおこないます。当社までお問い合わせください。 
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①リモートアクセスソフト「TeamViewer」によるオンライン上での対応 

リモートアクセスソフト「TeamViewer」を使用して、担当者が遠隔で操作させていただきます。

この方法をご利用する場合、まずは以下のサイトより「TeamViewer」のダウンロードをお願いい

たします。 

URL https://st-alc.com/tvdl/ 

②訪問による対応 

リモートアクセスソフト「TeamViewer」がご利用になれない場合は、後日、担当者が訪問し、

対応いたします。 

※この場合、訪問費用が発生いたしますのでご注意ください。 

 

 

 

 

ご不明な点がある場合は、下記フリーダイヤルにお問い合わせください。 

0120-071-735 
お電話のみでのご対応が難しい場合は、下記のいずれかの方法でご対応させていただきます。 

 

お問い合わせに関して 

https://st-alc.com/tvdl/

